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要 旨

以下の２目標に向けて、基礎的な検討を行った。植物ウイルスベクター法を用い、植物細胞で人獣感染症病原の抗原を
大量生産する系を確立する。また、ホスト植物を植物工場を用いて大量高速生産するための環境制御技術を開発する。
2022年度は、主に、目的遺伝子を導入した植物ウイルスベクターを宿主植物に接種し、接種部位における各タンパク質の
発現を確認した。また、限られた栽培空間容積で、ウイルスベクターに感染したホスト植物の側枝の総収量を高めること
を目的として、茎頂を除去した茎の一部の挿し木苗を用いた養液栽培において、側枝収穫時期が茎葉へのバイオマス分配
に及ぼす影響を調べた。
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